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平成 23 年 5 月 10 日

都道府県医師会 介護保険担当理事 殿

日本医師会常任理事

三 上 裕 司

東日本大震災に対処するための特別の財政援助および助成に関する法律における

介護保険関係規定等の施行について

東日本大震災に対処するための国からの財政援助および助成につきまして、これまで介護

保険サービス利用者に係る利用者負担金や食費・居住費の減免等に関する保険者への財政支

援については、検討中とされていたところですが、本年５月２日に「東日本大震災に対処す

るための特別の財政援助及び助成に関する法律（平成23年法律第40号）」および関連する

政省令が公布・施行されたことに伴い、介護保険に係る特別の財政援助措置等について、厚

生労働省老健局長より都道府県知事宛に通知が発出されました。

介護保険事業者に特に関係する内容といたしましては、まず、添付の通知 第二「社会福祉

施設等の災害復旧に関する補助」について、今回の東日本大震災で被災した社会福祉施設等

の復旧に係る施設整備に対しては国庫補助率の引き上げが行われることとなりました。各施

設の国庫補助率の引き上げについては、①小規模多機能型居宅介護事業所 ②認知症グループ

ホーム ③老人デイサービスセンター ④老人短期入所施設および老人介護支援センター ⑤

軽費老人ホーム、については国庫補助率がそれぞれ１／２ → ２／３となり、介護老人保健

施設については、１／３ → １／２となっております。

また、同通知 第三「介護給付及び予防給付に要する費用に係る国の負担等の特例等」にお

いては、東日本大震災による被害を受けた介護保険の被保険者の利用者負担、食費・居住費

等を免除した市町村においては、国は予算の範囲内において、利用者負担免除分、食費・居

住費の基準費用額の合計額から特定入所者介護サービス費等の額を控除した額の支給分につ

いてそれぞれ補助する旨が記載されております。

なお、「社会福祉施設等の災害復旧に関する補助」に関しましては、本年５月２日付で関

係部局より事務連絡が発出されておりますので、併せてお送りいたします。



つきましては、災害対応等でお忙しいところ恐縮ですが、貴会におかれましても本内容を

ご了知いただき、貴会傘下の郡市区医師会への情報提供を宜しくお願い申し上げます。

記

（添付資料）

・東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律における介護保険関係規定等

の施行について

（平23.5.2 老発第0502第１号 厚生労働省老健局長通知）

・官報（平成23年５月２日 号外特第36号）

・平成２３年度第一次補正予算における社会福祉施設等の復旧支援について

（平23.5.2 厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課、社会・援護局保護課、福祉基盤課、障害保健

福祉部障害福祉課、老健局高齢者支援課 事務連絡）

以上



⑤ 老発第0502第1号
平成23年5月2目

都道府県知事　殿

厚生労働省老健局長

東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律

　　　　　における介護保険関係規定等の施行について

　東目本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律（平成23年法律

第40号。以下「震災特別法」という。）、東目本大震災に対処するための特別の財政援助

及び助成に関する法律の厚生労働省関係規定の施行等に関する政令（平成23年政令第1

31号。以下「震災特別政令」という。）及び東日本大震災に対処するための特別の財政

援助及び助成に関する法律の厚生労働省関係規定の施行等に関する省令（平成23年厚生

労働省令第57号。以下「震災特別省令」という。）については、平成23年5月2目に

公布及び施行（一部平成23年3月11日より適用）されたところである（別添1から別
添3まで参照）。

　これらの法令の施行に伴う、介護保険法（平成9年法律第123号）の規定の特例並び

に老人福祉及び介護保険に係る特別の財政援助措置等について下記のとおり通知するの

で、十分御了知の上、管内市町村（特別区を含む。）を始め、関係者、関係団体等に対し、

その周知徹底を図るとともに、これらの措置が東日本大震災の被災者等に遺漏無く適用さ

れるよう、特段の御配意をお願いする。

　なお、運用に当たっての詳細等は、別途お示しする。

記

第一　定義（震災特別法第2条関係）

　1　震災特別法において、「東日本大震災」とは、平成23年3月11目に発生した東

　　北地方太平要沖地震及びこれに伴う原子力発電所の事故による災害であること（第1

　　項関係）。

　2　震災特別法において、「特定被災地方公共団体」とは、青森県、岩手県、宮城県、

　　福島県、茨城県、栃木県、千葉県、新潟県及び長野県並びに東日本大震災による被害

　　を受けた市町村で政令で定めるものであること。この政令で定める市町村は、東日本

　　大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律第二条第二項及び第三
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項の市町村を定める政令（平成23年政令第127号）に定められているものである

　こと（第2項関係。別添4参照）。

3　震災特別法において、「特定被災区域」とは、東目本大震災に際し、災害救助法（昭

和22年法律第118号）が適用された市町村のうち政令で定めるもの及びこれに準

ずる市町村として政令で定めるものの区域であること。この政令で定める市町村は、

東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律第二条第二項及

び第三項の市町村を定める政令に定められているものであること第3項関係。別添4
参照）。

第二　社会福祉施設等の災害復旧に関する補助（震災特別法第48条関係）

　1　特例の概要

　（1）市（指定都市及び中核市を除く。）、町村の設置する施設に対する補助

　　　　都道府県が、市（指定都市及び中核市を除く。）町村が設置する社会福祉施設等

　　　の災害復旧に要する費用につき6分の5を下らない率により補助する場合に、当

　　　該補助に要する費用（当該費用が6分の5を超える場合は、その超える部分に要

　　　する費用を除く。）の5分の4を国が補助することとすること（第1項関係）。

　（2）市（指定都市及び中核市を除く。）、町村の介護老人保健施設に対する補助

　　　　都道府県が、市（指定都市及び中核市を除く。）町村が設置する介護老人保健施

　　　設の災害復旧に要する費用を補助する場合に、当該補助に要する費用（当該費用

　　　が2分の1を超える場合は、その超える部分に要する費用を除く。）を国が補助す

　　　ることとすること（第2項関係）。

　（3）都道府県及び市町村以外の者が設置する施設に対する補助

　　　　都道府県又は指定都市若しくは中核市が、都道府県及び市町村以外の者（社会

　　　福祉法人等）が設置する社会福祉施設等の災害復旧に要する費用につき6分の5

　　　を下らない率により補助する場合に、当該補助に要する費用（当該費用が6分の

　　　5を超える場合は、その超える部分に要する費用を除く。）の5分の4を国が補助

　　　することとすること（第3項関係）。

　（4）都道府県及び市町村以外の者が設置する介護老人保健施設に対する補助

　　　　都道府県又は指定都市若しくは中核市が、都道府県及び市町村以外の者（社会

　　　福祉法人等）が設置する介護老人保健施設の災害復旧に要する費用を補助する場

　　　合に、当該補助に要する費用（当該費用が2分の1を超える場合は、その超える

　　　部分に要する費用を除く。）を国が補助することとすること（第4項関係）。

　（5）県又は指定都市若しくは中核市の設置する施設に対する補助

　　　　県又は指定都市若しくは中核市に対し、その設置する社会福祉施設等の災害復

　　　旧に要する費用の3分の2を国が補助することとしたこと（第5項関係）。

　（6）県又は指定都市若しくは中核市の設置する介護老人保健施設に対する補助

　　　　県又は指定都市若しくは中核市に対し、その設置する介護老人保健施設の災害

　　　復旧に要する費用の2分の1を国が補助することとしたこと（第6項関係）。

　2　特例の対象範囲

　（1）1（1）、（3）、（5）が適用される施設又は事業所

　　①　小規模多機能型居宅介護事業を行う事業所、認知症対応型老人共同生活援助事
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　　業を行う事業所、老人デイサービスセンター、老人短期入所施設及び老人介護支

　　援センター、軽費老人ホーム

　②　地域包括支援センター

（2）1（2）、（4）、（6）が適用される施設

　　介護老人保健施設

（3）適用される地域

　①　都道府県及び市町村が設置する施設については、特定被災地方公共団体の設置

　　するものが対象となること（第1項及び第2項関係）。

　②　県及び市町村が設置する施設については、特定被災地方公共団体の設置するも

　　のが対象となること（第5項及び第6項関係）。

　③　都道府県及び市町村以外の者が設置する施設については、以下の要件に該当す

　　る都道府県又は指定都市若しくは中核市に設置されていたものであること。（震

　　災特別政令第3条第1項）

　　・　当該都道府県又は指定都市若しくは中核市の区域における各類型の施設又は

　　　事業所の数に対する東日本大震災により著しい被害を受けた各類型の施設又は

　　　事業所（その復旧に要する費用の額が60万円未満のものを除く。）の数の割

　　　合が10分の1以上であること。

　　・　当該都道府県又は指定都市若しくは中核市の区域における被災施設又は事業

　　　所の復旧に要する費用の一施設当たりの平均額が80万円以上であること。

3　その他

　養護老人ホーム及び特別養護老人ホームの災害復旧費については、2とは別に激

甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律（昭和37年法律第150

号）に基づき補助されること。

第三　介護給付及び予防給付に要する費用に係る国の負担等の特例等（震災特別法第89

　　条から第92条まで関係）

　一　東日本大震災により甚大な被害を受けた介護保険の保険者及び被保険者に対する特

　　別な財政支援を行うため、以下の事項を規定している。

　　1　利用者負担免除分に対する国庫補助（震災特別法第89条関係）

　　　①　震災特別法第2条第2項に規定する特定被災地方公共団体である市町村その他

　　　　東日本大震災による被害の状況その他の事情をしん酌して厚生労働大臣が定める

　　　　市町村において、東日本大震災による被害を受けた介護保険の被保険者の利用者

　　　　負担を免除した場合には、免除により給付費が増加した分について、国、都道府

　　　　県、市町村及び介護納付金の負担の規定（介護保険法第121条第1項等）を適

　　　　用しないこと（第1項関係）。

　　　　※　上記措置の適用期間は、平成23年3月11目から平成24年2月29日ま
　　　　　での間において厚生労働大臣が定める目までの間としている。

　　　②　国は、予算の範囲内において、①の免除による給付費の増加分を補助すること

　　　　（第2項関係）。

　　　　※　国が①の免除による給付費の増加分の全額を補助する予定としている。

　　2　介護保険施設等における食費及び居住費等に関する補助（震災特別法第90条関

3



係）

①　市町村は、特例対象期間に、被災介護保険被保険者（介護保険の被保険者であ

　　って、東日本大震災による被害を受けたことにより利用者負担が免除されたもの

　　をいう。以下同じ。）が介護保険法第51条の3第1項に規定する特定介護サー

　　ビスを受けたときは、同条第2項第1号に規定する食費の基準費用額及び同項第

　　2号に規定する居住費の基準費用額の合計額から特定入所者介護サービス費又は

　　特例特定入所者介護サービス費の額を控除した額を支給すること（第1項関係）。

　　※1　特例対象期間は、平成23年3月11目から平成24年2月29目までの
　　　　間において厚生労働大臣が定める目までの間としている。

　　※2　特定入所者介護サービス費又は特例特定入所者介護サービス費が支給され

　　　　ない者については、基準費用額を支給することとする。

②　国は、予算の範囲内において、①による支給に要する費用の額に相当する額を

　補助すること（第2項関係）。

　　※　国が①による支給に要する費用の額の全額を補助する予定としている。

③　①による支給は、介護保険法第22条第1項の不正利得の徴収、同法第25条

　　の受給権の保護、同法第26条の租税その他の公課の禁止、同法第51条の3第

　　4項及び第5項の代理受領、同条第7項の審査支払い、同条第9項の厚生労働省

　令への委任規定を準用すること（第3項関係）。

3　特定介護予防サービス事業者における食費及び滞在費に関する補助（震災特別法

第91条関係）

①　市町村は、特例対象期間に、被災介護保険被保険者が介護保険法第61条の3

　第1項に規定する特定介護予防サービスを受けたときは、同条第2項第1号に規

　　定する食費の基準費用額及び同項第2号に規定する滞在費の基準費用額の合計額

　　から特定入所者介護予防サービス費又は特例特定入所者介護予防サービス費の額

　　を控除した額を支給すること（第1項関係）。

　　※　特定入所者介護予防サービス費又は特例特定入所者介護予防サービス費が支

　　　給されない者については、基準費用額を支給することとする。

②　国は、予算の範囲内において、①による支給に要する費用の額に相当する額を

　補助すること（第2項関係）。

　　※　国が①による支給に要する費用の額の全額を補助する予定としている。

③　①による支給は、介護保険法第22条第1項の不正利得の徴収、同法第25条

　　の受給権の保護、同法第26条の租税その他の公課の禁止、同法第61条の3第

　　4項及び第5項の代理受領、同条第7項の審査支払い、同条第9項の厚生労働省

　　令への委任規定を準用すること（第3項関係）。

4　特定介護老人福祉施設における食費及び居住費に関する補助（震災特別法第92

条関係）

①　市町村は、特例対象期間に、介護保険法施行法（平成9年法律第124号）第

　　13条第3項に規定する旧措置入所者が介護保険法第8条第20項に規定する地

　　域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護及び同法第48条第1項第1号に規定

　　する指定介護福祉施設サービスを受けた場合であって、東日本大震災による被害

　　を受けたことによりこれらのサービスに必要な費用の負担をすることが困難であ
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　ると認めたとき（※）は、介護保険法施行法第13条第5項第1号に規定する食

　費の特定基準費用額及び同項第2号に規定する居住費の特定基準費用額の合計額

　から特定入所者介護サービス費の額を控除した額を支給すること（第1項関係）。

　※　上記の支給に当たっては、東日本大震災による被害を受けたことにより利用

　　者負担が免除された場合を想定している。

②　国は、予算の範囲内において、①による支給に要する費用の額に相当する額を

　補助すること（第2項関係）。

　※　国が①による支給に要する費用の額の全額を補助する予定としている。

③　①による支給は、介護保険法第22条第1項の不正利得の徴収、同法第25条

　の受給権の保護、同法第26条の租税その他の公課の禁止、同法第51条の3第

　4項及び第5項の代理受領、同条第7項の審査支払い、同法第9項の厚生労働省

　令への委任規定を準用すること（第3項関係）。

二　震災特別政令の内容

　　第三の一の2の③、3の③及び4の③の介護保険法の規定について、必要な技術的

　読替えを行っている（震災特別政令第8条から第10条まで関係）。

三　震災特別省令の内容

　1　特別調整交付金の額の特例（震災特別省令第29条関係）

　　　第三の一の1の②により補助を受けた市町村については、その補助額に相当する

　　額について特別調整交付金を交付しないこととするため、介護保険の調整交付金の

　　交付額に関する省令（平成12年厚生省令第26号）第7条に基づく特別調整交付

　　金の額の算定に当たり、以下の額を控除すること。

　　①　同条第一号の災害等により減免の措置を採った保険料の額から東目本大震災の

　　　被災者に対して行った保険料の減免分に係る国の補助金の額

　　②　同条第二号の災害等による介護保険法第50条又は第60条の規定の適用によ

　　　り生じた介護給付及び予防給付に要した費用の額から東日本大震災の被災者に対

　　　して行った利用者負担の免除分に係る国の補助金の額

　2　介護保険施設等における食費及び居住費等に関する補助等に関する申請等（震災

　　特別省令第30条から第32条まで関係）

　（1）介護保険施設等における食費及び居住費等に関する補助に関する申請等

　　　①　第三の一の2の①による支給を受けようとする被災介護保険被保険者は、次

　　　　に掲げる事項を記載した申請書を市町村に提出すること（第1項関係）。

　　　　ア　被災介護保険被保険者に該当する旨

　　　　イ　氏名、性別、生年月日及び住所

　　　　ウ　介護保険施設又は地域密着型介護老人福祉施設（以下「介護保険施設等」

　　　　　という。）に入所中の場合は、入所中の施設名及び入所した目

　　　　工　被保険者番号

　　　②　申請書には、被災介護保険被保険者に該当する旨及び介護保険施設等に入所

　　　　した年月目を証明する書類並びに特定入所者介護サービス費の認定証（交付を

　　　　受けている場合に限る。）を添付すること。ただし、これらにより明らかにす

5



　　べき事実を確認できる場合には、書類等の添付を省略することができるものと

　　すること（第2項関係）。

　③　市町村は、申請の要件を満たしている被災介護保険被保険者に対して、認定

　　証を交付すること。（第3項関係）

　④　認定証の交付を受けた者は、被災介護保険被保険者に該当しなくなった等の

　　場合において、当該認定証を市町村に返還しなければならないこと（第4項

　　関係）。

　⑤　介護保険法施行規則第28条の検認又は更新の規定は、認定証について準用

　　すること（第5項関係）。

　⑥　被災介護保険被保険者は、認定証を喪失等した際には、市町村に申請書を提

　　出し、その再交付を受けること。なお、認定証を破り、又は汚した場合の再交

　　付の申請に当たっては、申請書に認定証を添付すること。また、認定証の再交

　　付を受けた後、失った認定証を発見したときは、発見した認定証を市町村に返

　　還すること（第6項から第8項まで関係）。

　⑦　被災介護保険被保険者は、特定介護サービスを受けようとするときは、提示

　　する被保険者証に認定証を添えること（第9項関係）。

（2）特定介護予防サービス事業者における食費及び滞在費に関する補助並びに特定

　介護老人福祉施設における食費及び居住費に関する補助に関する申請等

　　第三の一の3の①及び第三の一の4の①による支給に関し、（1）を準用する

　こと。

　市町村におかれては、認定証の交付が見込まれる被災介護保険被保険者に対する

申請書の提出を促進するとともに、上記三の2（1）②の規定を踏まえ、申請者の

負担が軽減されるよう、柔軟な対応を講じる等の特段の配慮をお願いする。

第四　施行期日

　　　いずれも公布の目から施行する。

　　　ただし、第三の一の2から4まで及び第三の二については平成23年3月11日か

　　ら適用する。

6



（別添1）
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東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
名
　
　
御
　
璽

平
成
二
十
三
年
五
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

法
律
第
四
十
号

　
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
徳

目
次

欝欝馨馨
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

特
別
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
の
補
助
（
第
三
条
）

内
閣
府
関
係
（
第
四
条
・
第
五
条
）

総
務
省
関
係
（
第
六
条
一
第
二
十
四
条
）

財
務
省
関
係
（
第
二
十
五
条
－
第
三
十
七
条
）

文
部
科
学
省
関
係
（
第
三
十
八
条
－
第
四
十
三
条
）

厚
生
労
働
省
関
係
（
第
四
十
四
条
－
第
百
五
条
）

農
林
水
産
省
関
係
（
第
百
六
条
一
第
百
二
十
七
条
）

経
済
産
業
省
関
係
（
第
百
二
十
八
条
－
第
百
三
十
四
条
）

国
土
交
通
省
関
係
（
第
百
三
十
五
条
－
第
百
三
十
八
条
）

　
環
境
省
関
係
（
第
百
三
十
九
条
・
第
百
四
十
条
）

　
防
衛
省
関
係
（
第
百
四
十
一
条
・
第
百
四
十
二
条
）

　
雑
則
（
第
百
四
十
三
条
）

へ
彦

第
十
一
章

　
第
十
二
章

　
第
十
三
章

　
附
則

　
　
第
謄
章
総
則

　
（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
特
別
の
財
政
援
助
及
び
社

　
会
保
険
の
加
入
者
等
に
つ
い
て
の
負
担
の
軽
減
、
農
林
漁
業
者
、
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
上
の
支
援
等
の
特

　
別
の
助
成
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
定
義
）

第
二
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
東
日
本
大
震
災
」
と
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

　
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。

2
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
」
と
は
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、

　
栃
木
県
、
千
葉
県
、
新
潟
県
及
び
長
野
県
並
び
に
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
市
町
村
で
政
令
で
定
め
る

　
も
の
を
い
う
。

3
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
被
災
区
域
」
と
は
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

　
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
市
町
村
と
し
て
政
令
で
定
め

　
る
も
の
の
区
域
を
い
う
。

　
　
　
第
二
章
　
特
別
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
の
補
助

第
三
条
　
国
は
、
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
又
は
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
が
加
入
す
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

　
年
法
律
第
弁
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
事
務
組
合
若
し
く
は
広
域
連
合
に
対
し
、
棄
日

　
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
次
に
掲
げ
る
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を
、
予
算

　
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
補
助
す
る
。
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8
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
標
準
給
与
が
改
定
さ
れ
た
私
学
共
済
加
入
者
で
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
準
用
国
共
済
法
第
七
十
一
条
に
規
定
す
る
災
害
見
舞
金
（
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

　
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

　
て
は
、
同
条
中
「
標
準
給
与
」
と
あ
る
の
は
、
「
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に

　
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
前
の
標
準
給
与
（
同
条

　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
前
の
標
準
給
与
と
同
条
第

　
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
標
準
給
与
の
い
ず
れ
か
高
い
標
準
給
与
）
」
と
す
る
。

　
（
国
共
済
法
の
退
職
共
済
年
金
の
決
定
の
特
例
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
三
十
九
条
第
二
士
ハ
条
第
一
項
の
規
定
は
、
事
業
団
が
準
用
国
共
済
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う

　
準
用
国
共
済
法
第
七
士
ハ
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
共
済
年
金
を
受
け
る
権
利
に
係
る
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
国
共
済
法
の
入
院
時
食
事
療
養
費
の
額
の
特
例
等
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
四
十
条
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
は
事
業
団
が
準
用
国
共
済
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
、
第
五

　
十
五
条
の
四
第
一
項
、
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
並
び
に
第
五
士
ハ
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
被
災
私

　
学
共
済
加
入
者
（
私
学
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
（
準
用
国
共
済
法
第
五
十
九

　
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
含
む
。
）
で
あ
っ
又
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り

　
療
養
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
国
共
済
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
べ
き
も
の
を
い
う
。

　
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
受
け
た
療
養
に
つ
い
て
当
該
被
災
私
学
共
済
加
入
者
に
対
し
て
支
給
す
る
入
院
時

　
食
事
療
養
費
の
額
、
入
院
時
生
活
療
養
費
の
額
、
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
及
び
療
養
費
の
額
に
つ
い
て
、
第
三
十

　
一
条
の
規
定
は
事
業
団
が
準
用
国
共
済
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
並
び
に
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国

　
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
士
ハ
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
被
災
私
学
共
済
被
扶
養
者
（
私
学
共
済
法

　
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
（
準
用
国
共
済
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受

　
け
る
者
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
準
用
国
共
済
法
第
五
十
七
条
第

　
一
項
又
は
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
家
族
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
国
共
済
法
第
五
十
七
条
の
二
第

．
一
項
の
措
置
が
採
ら
れ
る
べ
き
も
の
の
被
扶
養
者
及
び
準
用
国
共
済
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

　
る
者
で
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
家
族
療
養
費
の
支
給
に

　
つ
い
て
準
用
国
共
済
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
措
置
が
採
ら
れ
る
べ
き
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

　
同
じ
。
）
が
受
け
た
療
養
に
つ
い
て
当
該
被
災
私
学
共
済
被
扶
養
者
に
係
る
私
学
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教

　
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
（
準
用
国
共
済
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
考
及
び
同
条
第
二
項
の

　
規
定
の
適
用
を
受
け
る
被
災
私
学
共
済
被
扶
養
者
を
含
む
。
）
に
対
し
て
支
給
す
る
家
族
療
養
費
の
額
に
つ
い
て
準
用

　
す
る
。

　
（
国
共
済
法
の
死
亡
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
四
十
一
条
　
第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
私
学
共
済
法
の
死
亡
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

　
準
用
す
る
。

　
（
私
学
共
済
法
の
掛
金
の
免
除
の
特
例
）

第
四
十
二
条
事
業
団
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
学
校
法
人
等
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

　
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
私
学
共
済
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
校
法
人
等
が

　
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
月
か
ら
当
該
学
校
法
人
等
が
同
号
に
該
当
し
な
く
な
る
に
至
っ
た
月
の
前
月
（
そ
の

　
月
が
平
成
二
十
四
年
三
月
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
同
年
二
月
）
ま
で
の
各
月
に
納
付
す
べ
き
掛
金
（
第
一
号
に
規
定

　
す
る
学
校
等
に
勤
務
す
る
私
学
共
済
加
入
者
が
負
担
す
べ
き
掛
金
及
び
当
該
私
学
共
済
加
入
者
を
使
用
す
る
学
校
法

　
人
等
が
負
担
す
べ
き
当
該
私
学
共
済
加
入
者
に
係
る
掛
金
に
限
る
。
）
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
特
定
被
災
区
域
に
所
在
す
る
学
校
等
を
設
医
し
て
い
た
こ
と
。

　
二
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
前
号
に
規
定
す
る
学
校
等
に
勤
務
す
る
私
学
共
済
加
入

　
　
者
に
対
す
る
給
与
の
支
払
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
掛
金
を
免
除
さ
れ
た
学
校
法
人
等
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
学

　
校
法
人
等
が
同
項
第
二
号
に
該
当
し
な
く
な
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
事
業
団
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
（
適
用
）

第
四
十
三
条
　
第
三
十
八
条
及
び
前
条
の
規
定
は
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
、
第
四
十
条
の
規
定
は
同
月
十
一
日

　
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
第
七
章
　
厚
生
労
働
省
関
係

　
（
保
健
所
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
補
助
）

第
四
十
四
条
　
国
は
、
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
県
、
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

　
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。
第
四
十
八
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
中
核
市
（
同
法
第
二
百
五
十
二

　
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
を
い
う
．
第
四
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い

被
害
を
受
け
た
そ
の
設
置
す
る
保
健
所
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の

　
三
分
の
二
を
補
助
す
る
。

　
（
火
葬
場
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
補
助
）

第
四
十
五
条
国
は
、
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
又
は
当
該
市
町
村
が
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合
（
地

　
方
自
治
法
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
事
務
組
合
を
い
う
。
）
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し

　
い
被
害
を
受
け
た
そ
の
設
置
す
る
火
葬
場
（
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）

　
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
火
葬
場
を
い
う
。
）
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

　
そ
の
三
分
の
二
を
補
助
す
る
。

　
（
医
療
機
関
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
補
助
）

第
四
士
ハ
条
国
は
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
の
開
設
者
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受

　
け
た
そ
の
開
設
す
る
医
療
機
関
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
政

　
令
で
定
め
る
施
設
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
）
に
つ
い
て
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
の
範
囲
内

　
に
お
い
て
、
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
行
う
補
助
の
割
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

　
該
各
号
に
定
め
る
割
合
と
す
る
。

　
一
　
医
掠
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
徳
第
二
百
五
号
）
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
公
的
医
療
機
関
　
三
分
の
二

　
二
　
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
医
療
機
関
　
二
分
の
一

　
（
と
畜
場
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
補
助
）

第
四
十
七
条
国
は
、
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受

　
け
た
そ
の
設
置
す
る
と
畜
場
（
と
畜
場
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
と
畜

　
場
を
い
う
。
）
の
災
責
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
三
分
の
二
を
補
助
す
る
。

　
（
社
会
福
祉
施
設
等
の
災
害
復
旧
に
翻
す
る
補
助
）

第
四
十
八
条
　
国
は
、
都
道
府
県
が
、
次
に
掲
げ
る
施
設
又
は
事
業
所
で
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害

　
を
受
け
た
も
の
を
設
置
し
た
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
（
指
定
都
市
及
び
中
核
市
を
除
く
。
）
の
当
該

護
蚤
嚢
所
の
災
覆
旧
窶
す
譲
用
に
つ
き
六
分
の
五
を
下
ら
な
い
逢
よ
晶
助
す
る
蓉
に
は
、
当

　
該
都
道
府
県
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
補
助
に
要
す
る
費
用
（
当
該
都
道
府
県
が
六
分
の
五
を
超

　
え
る
率
に
よ
る
補
助
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
補
助
に
要
す
る
費
用
を
除
い
た
費
用
）
の
五
分
の
四

　
を
補
助
す
る
。

　
一
　
老
人
福
祉
法
〔
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居

　
　
宅
介
護
事
業
を
行
う
事
業
所
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
事
業

　
　
所
、
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
老
人
デ
イ
サ
τ
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
老
人
短
期
入
所
施
設

　
　
及
び
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
軽
費
老
人
ホ
τ
ム
並
び
に
介
護
保
険

　
　
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
地
域
包
括
支

　
　
援
セ
ン
タ
ー

　
二
　
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
設

　
　
置
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
同
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
児
童
デ

　
　
イ
サ
ー
ビ
ス
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
、
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
介
護
又
は
同
条
第
十

　
　
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
に
限
る
。
）
の
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

　
三
　
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
士
ハ
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
七
号
の
授
産
施
設
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2
　
国
は
、
都
道
府
県
が
、
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
こ
の
条
に
お

　
い
て
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
を
設
置
し

た
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
（
指
定
都
市
及
び
中
核
市
を
除
く
。
）
の
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
災

害
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
き
補
助
す
る
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該

補
助
に
要
す
る
費
用
（
当
該
都
道
府
県
が
二
分
の
一
を
超
え
る
率
に
よ
る
補
助
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
部

分
の
補
助
に
要
す
る
費
用
を
除
い
た
費
用
）
を
補
助
す
る
。

3
　
国
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
が
、
そ
の
区
域
（
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
当
該
都
道
府
県

　
の
区
域
内
に
あ
る
指
定
都
市
の
区
域
及
び
中
核
市
の
区
域
を
除
く
。
）
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
次
に
掲
げ
る
施
設
又
は

事
業
所
で
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
を
設
置
し
た
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の

者
の
当
藷
嬰
は
嚢
所
の
災
覆
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
き
六
分
の
五
を
下
ら
な
い
歪
よ
り
補
助
す
る
場
合

　
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
に
お
い
て
、
当
該
補
助
に
要
す
る
費
用
（
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
が
六
分
の
五
を
超
え

　
る
率
に
よ
る
補
助
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
補
助
に
要
す
る
費
用
を
除
い
た
費
用
）
の
五
分
の
四
を

補
助
す
る
。

　
一
　
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
を
行
う
塩
菜
所
、
同
条
第
六

　
　
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
事
業
所
、
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

　
　
り
般
置
さ
れ
た
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
老
人
短
期
入
所
施
設
及
び
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
同
条
第

　
　
五
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
経
費
老
人
ホ
ー
ム
並
び
に
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
の
規
定

　
　
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
等

　
二
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

　
　
れ
た
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設

　
三
　
障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
九
条
第
二
項
又
は
第
八
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以

　
　
外
の
者
が
設
置
し
た
障
害
者
支
援
施
設
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
ホ
ー
ム
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
同

　
　
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
児

　
　
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
、
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
介
護
、
同
条
第

　
　
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
、
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
就

　
　
労
継
続
支
援
又
は
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
に
限
る
。
）
の
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

　
四
　
社
会
福
祉
法
第
二
条
第
二
項
第
七
号
の
授
産
施
設

4
　
国
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
が
、
そ
の
区
域
（
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
当
該
都
道
府
県

　
の
区
域
内
に
あ
る
指
定
都
市
の
区
域
及
び
中
核
市
の
区
域
を
除
く
。
）
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
介
護
老
人
保
健
施
設
で

　
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
を
設
置
し
た
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
の
当
該

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
き
補
助
す
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

　
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
補
助
に
要
す
る
費
用

　
（
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
が
二
分
の
一
を
超
え
る
率
に
よ
る
補
助
を
す
る
場
合
に
は
、
そ

　
の
超
え
る
部
分
の
補
助
に
要
す
る
費
用
を
除
い
た
費
用
）
を
補
助
す
る
。

5
　
国
は
、
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
に
対
し
、
そ
の
設
置
す
る
次
に
掲

　
げ
る
施
設
又
は
事
業
所
で
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用

　
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
三
分
の
二
を
補
助
す
る
。

　
一
　
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
を
行
う
事
業
所
、
同
条
第
六

項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
事
業
所
、
同
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
葦
、
老
人
短
期
入
所
施
設
、
軽
費
老
人
ホ
τ
ム
及
び
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
τ

並
び
に
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

若
し
く
は
中
核
市
が
設
置
し
た
障
害
福
祉
サ
T
ビ
ス
（
同
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
撫
養
介
護
、
同
条
第
七

項
に
規
定
す
る
児
童
デ
イ
サ
τ
ビ
ス
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
、
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
共
同
生

活
介
護
又
は
同
条
第
＋
六
項
鎮
定
す
る
共
星
活
援
助
緩
る
。
）
の
嚢
の
用
に
供
す
る
施
設

三
　
社
会
福
祉
法
第
二
条
第
二
項
第
七
号
の
授
産
施
設

二
　
障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
県
又
は
指
定
都
市

6
　
国
は
、
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
に
対
し
、
そ
の
設
置
す
る
介
護

人
保
健
施
設
で
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
の
災
害
復
旧
に
要
す
巻
費
用
に
つ
い

て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
二
分
の
一
を
補
助
す
る
。

　
（
健
康
保
険
の
標
準
籔
酬
月
額
の
改
定
の
・

第
四
十
九
条
健
保
保
険
者
等
（
全
国
健
康
保
険
協
会
（
第
六
十
一
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
に
お
い
て
「
協
会
」
と

　
い
う
。
）
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
に
あ
っ
て
は
厚
生
労
働
大
臣
、
健
康
保
険
組
合
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
に
あ
っ
て
は

　
当
該
健
康
保
険
組
合
を
い
う
。
次
項
及
び
第
五
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い

　
て
特
定
被
災
区
域
に
所
在
し
て
い
た
適
用
事
業
所
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
｝
年
法
律
第
七
十
号
）
第
三
条
第
三
項

類
定
す
藷
用
箋
所
を
い
う
．
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
＋
七
条
に
お
い
て
同
じ
．
）
の
嚢
が
苔
美
麗
欝

　
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
同
法
第
三
条
第
二

　
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
（
次
条
、
第
五
十
四
条
か
ら
第
五
士
ハ
条
ま
で
及
び
第
五
十
八
条
に
お
い
て
「
日

　
雇
特
例
被
保
険
者
」
と
い
う
．
）
、
同
法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
同
法
附
則
第
三
条
第

　
一
項
に
規
定
す
る
特
例
退
職
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
同
月
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月

　
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
に
受
け
た
報
酬
〔
同
法
第
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
報
酬
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五

　
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
が
、
そ
の
者
の
そ
の
月
の
健
康
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
基
礎
と
な
っ
た
報
酬
月
額

　
に
比
べ
て
、
著
し
く
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
月
に
受
け
た
報
酬
の
額
を

　
報
酬
月
額
と
し
て
、
そ
の
著
し
く
低
下
し
た
月
か
ら
、
健
康
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
健
保
保
険
者
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
が
改
定
さ
れ
た
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

　
当
該
改
定
が
行
わ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
に
受
け
た
報
酬
の
額
が
、
そ
の

　
者
の
そ
の
月
の
健
康
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
基
礎
と
な
っ
た
報
酬
月
額
に
比
べ
て
、
著
し
く
上
昇
し
た
場
合
に
お

　
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
月
に
受
け
た
報
酬
の
額
を
報
酬
月
額
と
し
て
、
そ
の
著
し
く
上
昇
し

　
た
月
か
ら
、
健
康
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
健
康
保
険
法
第
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
健
康
保
険
の
標
準
報
酬
月
額

　
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

4　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
が
改
定
さ
れ
た
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で

あ
っ
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
改
定
健
保
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い

て
現
に
傷
病
手
当
金
（
健
康
保
険
法
第
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
傷
病
手
当
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
若
し
く
は
受
け
る
べ
き
者
又
は
東
日
本
大
農
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
二

月
二
十
九
日
ま
で
の
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、
同
条
第
一
項
中
「
標
準
輻
酬
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
東

日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）

第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
前
の
標
準
報
酬
月
額
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
が
行
わ
れ
た
場

合
に
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
前
の
標
準
報
酬
月
額
と
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
標
準
報

酬
月
額
の
い
ず
れ
か
高
い
標
準
報
酬
月
額
）
」
と
、
「
を
い
う
。
第
百
二
条
に
お
い
て
同
じ
」
と
あ
る
の
は
「
を
い
う
」

と
す
る
。

　
改
定
健
保
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
現
に
健
康
保
険
法
第
百
二
条
に
規
定
す

る
出
産
手
当
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
又
は
受
け
る
べ
き
者
に
つ
い
て
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
同
条
中
「
標
準
報
酬
日
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
標
準
報
酬
日
額
（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財

政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
前

　
の
標
準
報
酬
月
額
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定

前
の
標
準
報
酬
月
額
と
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
標
準
報
酬
月
額
の
い
ず
れ
か
高
い
標
準
報
酬
月
額
）

　
の
三
十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、

　
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
い
う
。
）
」
と
す
る
。

5
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平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
特
定
被
災
区
域
に
お
け
る
災
害
救
助
法
第
二
条
に
規
定
す
る
救

　
助
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日
ま
で
の
間
（
第
八
十
七
条
に
お
い
て
「
国

　
庫
負
担
特
例
適
用
期
間
」
と
い
う
。
）
に
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
五
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
同

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
当
該
都
道
府
児
等
が
定
め
た
割
合
が
百
分
の

　
百
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障

　
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
国
が
負
担
す
る
額
は
、
同
法
第
二
十
四
条
の
五
の
規
定
の
適
用

が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
国
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
は
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条

　
の
五
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら

　
同
条
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
に
要

　
す
る
費
用
の
額
と
な
る
額
を
控
除
し
た
額
を
補
助
す
る
。

　
（
指
定
知
的
陳
書
児
施
設
等
に
お
け
る
食
費
及
び
居
住
費
に
関
す
る
補
助
）

窮
八
十
六
条
都
道
府
県
等
は
、
特
例
対
象
期
間
に
当
該
都
道
府
県
等
の
被
災
施
設
給
付
決
定
保
護
著
（
施
設
給
付
決

　
定
保
護
者
で
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
五
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
も
の
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
二
十

　
四
条
の
二
第
二
項
の
当
該
都
道
府
県
等
が
定
め
た
割
合
が
百
分
の
百
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

　
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
障
害
児
が
、
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
（
以

　
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
、
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
か
ら
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
被
災
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
指
定

　
施
設
支
援
を
行
う
指
定
知
的
璋
害
児
施
設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
居
住
に
要
し
た
費
用
に
つ

　
い
で
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
及
び
居
住
に
要
す
る
平
均
的
な
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
費
用
の
額
か
ら
当
該
被
災
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
支
給
す
る
同
法
第
二
十
四
条
の
七

　
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
の
額
（
当
該
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
が
支
給
さ
れ

　
な
い
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
を
控
除
し
た
額
を
支
給
す
る
。

2
　
国
は
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額
に
相

　
当
す
る
額
を
補
助
す
る
。

3
　
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
三
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
八
、
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び

　
第
五
十
七
条
の
五
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な

　
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
（
介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
係
る
国
の
負
担
等
の
特
例
）

第
八
十
七
条
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
支
給
決
定
障
害
者
等
（
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
七
項

　
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
受
け
る
同
法
第
十

　
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
費
等
（
以
下
「
介
護
給
付
費
等
」
と
い
う
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
同
法
第
三
十
一

　
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
〔
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
（
市
町
村
に
限
る
。
）
そ
の
他
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

　
害
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
国
庫

　
負
担
特
例
適
用
期
間
に
同
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法

　
第
二
十
九
条
第
三
項
の
当
該
市
町
村
が
定
め
た
割
合
が
百
分
の
百
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
法
第
九

　
十
四
条
第
一
項
及
び
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
に
係
る
介
護
給
付
費
等
の
支
給

　
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
国
及
び
都
道
府
県
が
負
担
す
る
額
は
、
同
法
第
三
十
一
条
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
し
た

　
な
ら
ば
国
及
び
都
道
府
県
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
三
十
一

条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
支
給
決
定
障
害
者
等
に
係
る
介
護
給
付
費
等
の
額
か
ら
同
条
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
し

　
た
な
ら
ば
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
に
係
る
介
護
給
付
費
等
の
額
と
な
る
額
を
控
除
し
た
額
を
補
助
す
る
。

　
（
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
お
け
る
食
費
及
び
居
住
費
に
関
す
る
補
助
）

第
八
十
八
条
市
町
村
は
、
特
例
対
象
期
間
に
当
該
市
町
村
の
被
災
支
給
決
定
障
害
者
等
（
支
給
決
定
障
害
者
等
で
あ
っ

　
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
つ
い
て
障
害
者
自
立
支
援
法
第

　
三
十
一
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
も
の
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
当
該

市
町
村
が
定
め
た
割
合
が
百
分
の
百
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

入
所
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
同
法
第
五
条
第
十

　
一
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
支
援
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
被
災
支
給
決
定
障
害
者
等
に
対
し
、
当
該
施
設
入
所
支

援
を
行
う
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用

及
び
居
住
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
及
び
居
住
に
要
す
る

平
均
的
な
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
費
用
の
額
か
ら
当
該
被
災
支
給
決
定
障
害
者
等
に
対
し

支
給
す
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
額
（
当
該
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
支
給
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
及
び
同
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
額
（
当
該
特

例
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
を
控
除
し
た
額
を
支
給
す
る
。

る
額
を
補
助
す
る
。

び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的

読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

2
　
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額
に
相
当
す

3
　
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
条
第
一
項
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
並
び
に
第
二
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及

　
（
　
　
寸
　
　
予
　
　
寸
に
要
す
る
費
用
に
係
る
国
の
負
担
　
の
・
例
）

第
八
十
九
条
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
介
護
保
険
の
被
保
険
者
が
受
け
る
介
護
給
付
（
介
護
保
険
法
第

　
十
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る
介
護
給
付
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
予
防
給
付
（
同
法

　
第
十
八
条
第
二
号
に
規
定
す
る
予
防
給
付
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
同
法
第
五

　
十
条
又
は
第
六
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
（
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
（
市
町
村
に
限
る
。
）
そ
の
他
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
害
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。

　
以
下
こ
の
条
か
ら
第
九
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
四

年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
特
定
被
災
区
域
に
お
け
る
災
害
救
助
法
第
二
条
に
規
定
す
る
救
助
の
塞
凪
状

　
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日
ま
で
の
間
に
介
護
保
険
法
第
五
十
条
又
は
篤
六
十
条
の

　
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
五
十
条
各
号
に
定
め
る
規

　
定
又
は
同
法
第
六
十
条
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
定
め
た
割
合
が
百
分
の
百
で
あ
る
と
き
に
限

　
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
、
第
百
二
十
二
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
、
第
百
二
十

　
四
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
う
ち
当
該

　
介
蔑
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
同
法
第
五
十
条
又
は
第
六
十
条

　
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
の
額
（
次
項
に
お
い

　
て
「
免
除
前
給
付
費
用
額
」
と
い
う
。
）
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に

　
係
る
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
免
除
前
給
付
費
用
額
を
控
除
し
た
額
を
補
助
す
る
。

　
（
介
護
保
険
施
設
等
に
お
け
る
食
費
及
び
居
住
貴
等
に
閲
す
る
補
助
）

第
九
十
条
市
町
村
は
、
特
例
対
象
期
間
に
当
該
市
町
村
の
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
（
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

　
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
介
護
給
付
又
は
予
防
給
付
に
つ
い
て
介
護
保
険
法
第
五
十

条
又
は
第
六
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
も
の
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
五
十
条
各
号
に

定
め
る
規
定
又
は
同
法
第
六
十
条
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
定
め
た
割
合
が
百
分
の
百
で
あ
る
も

　
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
同
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
特
定
介
護
サ
τ
ビ
ス
を
行

　
う
同
法
第
八
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
施
設
、
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー

ビ
ス
萎
又
は
同
法
第
四
＋
二
条
の
二
第
一
項
類
箏
る
建
幾
密
董
サ
壱
ス
嚢
者
に
お
け
る
肇

　
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
居
住
又
は
滞
在
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に

　
規
定
す
る
食
費
の
基
準
費
用
額
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
賛
の
基
準
費
用
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
被
災
介

　
護
保
険
被
保
険
者
に
対
し
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
特
定
入
所
者
介
護
サ
U
ビ
ス
費
の
額
（
当
該
特
定

　
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
又
は
同
法
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定

　
に
よ
り
支
給
す
る
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
τ
ビ
ス
費
の
額
（
当
該
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
貴
が
支
給
さ

　
れ
な
い
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
を
控
除
し
た
額
を
支
給
す
る
。
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2
　
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
予
算
の
艇
囲
内
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額
に
相
当
す

　
る
額
を
補
助
す
る
。

3
　
介
護
保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
、
第
二
士
ハ
条
並
び
に
第
五
十
一
条
の
三
第
四
項
、
第
五
項
、

　
第
七
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要

　
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
（
特
定
介
饅
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お
け
る
食
費
及
び
滞
在
費
に
関
す
る
補
助
）

第
九
十
一
条
　
市
町
村
は
、
特
例
対
毎
期
間
に
当
該
市
町
村
の
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
が
、
介
護
保
険
法
第
六
十
一

　
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
獲
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
に
対
し
、

　
当
該
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
蔓
薯
に

　
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
滞
在
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号

　
に
規
定
す
る
食
費
の
基
準
費
用
額
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
基
準
費
用
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
被
災

　
介
護
保
険
被
保
険
者
に
対
し
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
買
の
額
（
当

　
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
又
は
同
法
第
六
十
一
条
の
四
第

　
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
特
例
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
（
当
該
特
例
特
定
入
所
者
介
護
予
防

　
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
を
控
除
し
た
額
を
支
給
す
る
％

2
　
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
予
簿
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額
に
相
当
す

　
る
額
を
補
助
す
る
。

3
　
介
護
保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
、
第
二
士
ハ
条
並
び
に
第
六
十
一
条
の
三
第
四
項
、
第
五
項
、

　
第
七
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要

　
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
（
特
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
食
費
及
び
居
住
費
に
関
す
る
補
助
）

第
九
十
二
条
　
市
町
村
は
、
特
例
対
象
期
間
に
当
該
市
町
村
の
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）

　
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
が
、
同
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て

　
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
又
は
同
法
第
四
十

　
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

　
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
と

　
き
は
、
当
該
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
に
対
し
、
当
該
特
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
貴

　
用
及
び
居
住
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定

　
基
準
費
用
額
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
基
準
費
用
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
要
介
護
旧
措
置
入
所

　
者
に
対
し
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額

　
（
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
貴
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
を
控
除
し
た
額
を
支
給
す
る
。

2
　
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額
に
相
当
す

　
る
額
を
補
助
す
る
。

3
　
介
護
保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
、
第
二
士
ハ
条
並
び
に
第
五
十
一
条
の
三
第
四
項
、
第
五
項
、

　
第
七
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要

　
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
’
　
、
　
　
　
　
　
の
　
　
に
、
る
援
護
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
九
十
三
条
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
よ
り
行
方
不
明
と

　
な
っ
た
者
の
生
死
が
三
月
間
分
か
ら
な
い
場
合
又
は
そ
の
者
の
死
亡
が
三
月
以
内
に
明
ら
か
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の

　
死
亡
の
時
期
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

　
の
死
亡
に
係
る
援
護
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
、
そ
の
者
は
、
死
亡
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
（
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
改
定
の
特
例
）

第
九
十
四
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
特
定
被
災
区
域
に
所
在
し
た
厚
生
年
金
保

　
険
の
適
用
事
業
所
（
同
日
に
お
い
て
特
定
被
災
区
域
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
仮
住
所
を
有
し
て
い
た

　
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
船
舶
所
有
者
（
次
条

　
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
単
に
「
船
舶
所
有
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
同
法
第
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
船
舶

　
を
含
む
。
）
の
事
業
が
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
厚
生

　
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
同
月
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
に
受
け
た
報
酬
〔
同
法
第
三
条
第

　
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
報
酬
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
が
、
そ
の
者
の
そ
の
月
の

厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
基
礎
と
な
っ
た
報
酬
月
額
に
比
べ
て
、
著
し
く
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
月
に
受
け
た
報
酬
の
額
を
報
酬
月
額
と
し
て
、
そ
の
著
し
く
低
下
し
た
月
か
ら
、

　
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
が
改
定
さ
れ
た
厚
生
年
金
保
険
の
被

保
険
者
の
当
該
改
定
が
行
わ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
に
受
け
た
報
酬
の
額

が
、
そ
の
者
の
そ
の
月
の
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
基
礎
と
な
っ
た
報
酬
月
額
に
比
べ
て
、
著
し
く
上
昇

　
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
㌍
め
る
と
き
は
、
そ
の
月
に
受
け
た
報
酬
の
額
を
報
酬
月
額
と
し
て
、
そ
の

著
し
く
上
昇
し
た
月
か
ら
、
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
厚
生
年
金
保
険
の
標
準

　
報
酬
月
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

4
　
前
三
項
の
規
定
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
士
ハ
条
第
一
項
の
標
準
報
酬
月
額
に
相
当
す
る
額
を
算
定
す
る
場
合

　
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
二
十
七

条
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
」
と
い
う
。
）
」

　
と
、
第
二
項
中
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
」
と
読
み
替
え
る

　
も
の
と
す
る
。

　
（
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
の
免
除
の
特
例
）

第
九
十
五
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
の
事
業
主
か

　
ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規

　
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
適
用
事
業
所
が
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
月
か
ら
当
該
適
用
事
業
所
が
同
号
に
該
当

　
し
な
く
な
る
に
至
っ
た
月
の
前
月
（
そ
の
月
が
平
成
二
十
四
年
三
月
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
同
年
二
月
）
ま
で
の
糊

　
間
に
納
付
す
べ
き
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
及
び
当
該
被
保
険

　
者
を
使
用
す
る
事
業
主
が
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
い
う
。
）
の
額
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
該
適
用
事
業
所
が
船
舶
で

　
一
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
特
定
被
災
区
域
に
所
在
し
て
い
た
こ
と

　
あ
る
と
き
は
、
船
舶
所
有
者
が
同
日
に
お
い
て
特
定
被
災
区
域
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
仮
住
所
を

　
有
し
て
い
た
こ
と
。
）
。

　
二
　
当
該
適
用
事
業
所
の
蔓
巣
が
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
適
用
事
業
所
に
使
用

　
　
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
に
対
す
る
報
酬
の
支
払
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
適
用
事
業
所
が
同
項
第
二
号
に
該
当
し
な
く
な
る
に
至
っ
た

と
き
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
金
」
と
い
う
。
）
の
加
入
員
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
掛
金
（
厚
生
年
金
保
険

法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
掛
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
徴
収
金
（
同
法
第
百
四

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
の
免
除
及
び
当
該
掛
金
又
は
徴

収
金
の
額
を
免
除
し
た
基
金
の
加
入
員
の
費
用
の
負
担
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
規
定
に
か
か
わ

　
ら
ず
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
老
齢
厚
生
年
金
の
裁
定
の
特
例
）

　
域
に
お
け
る
災
害
の
復
旧
の
状
況
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日
ま
で
の
問
に
六
十
五
歳
に
達
す
る
者
で

　
あ
っ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
係
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
老
齢
厚
生

年
金
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
そ
の
権
利
を
有
す
る
者
の
同
法
第
三
十
三
条
の
請
求
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

　
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
の
裁
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
特
定
被
災
区
域
の
う
ち
交
通
、
郵
便
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
住
所
を
有

　
　
す
る
こ
と
。

　
二
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
前
に
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
老
齢
厚
生
年
金
そ
の
他
の
政

　
　
令
で
定
め
る
給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
裁
定
を
受
け
た
こ
と
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
の
額
を
免
除
さ
れ
た
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
の
事
業
主

3
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
の
額
を
免
除
さ
れ
た
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
が
厚
生
年
金

第
九
士
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
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（
厚
生
年
金
保
険
法
の
死
亡
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
九
十
七
条
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
よ
り
行
方
不
明
と

　
な
っ
た
者
の
生
死
が
三
月
間
分
か
ら
な
い
場
合
又
は
そ
の
者
の
死
亡
が
三
月
以
内
に
明
ら
か
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の

　
死
亡
の
時
期
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
死
亡
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に

　
つ
い
て
は
、
同
日
に
、
そ
の
者
は
、
死
亡
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
（
老
齢
基
礎
年
金
の
裁
定
の
特
例
）

第
九
十
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
第
九
士
ハ
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

　
る
日
ま
で
の
間
に
六
十
五
歳
に
達
す
る
者
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
係
る
国
民
年
金
法

　
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
士
ハ
条
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、

　
そ
の
権
利
を
有
す
る
者
の
同
法
第
十
六
条
の
請
求
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同

　
条
の
裁
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
第
九
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

　
二
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
前
に
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
老
齢
厚
生
年
金
そ
の
他
の
政

　
　
令
で
定
め
る
給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
裁
定
を
受
け
た
こ
と
。

　
（
国
民
年
金
法
の
死
亡
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
九
十
九
条
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
よ
り
行
方
不
明
と

　
な
っ
た
者
の
生
死
が
三
月
間
分
か
ら
な
い
場
合
又
は
そ
の
者
の
死
亡
が
三
月
以
内
に
明
ら
か
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の

　
死
亡
の
時
期
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
国
民
年
金
法
の
死
亡
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い

　
て
は
、
同
日
に
、
そ
の
者
は
、
死
亡
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
の
遺
族
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
百
条
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
護
に
よ
る
災
害
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
つ

　
た
者
の
生
死
が
三
月
間
分
か
ら
な
い
場
合
又
は
そ
の
者
の
死
亡
が
三
月
以
内
に
明
ら
か
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の
死
亡

　
の
時
期
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
の
遺
族
給
付
金
の
支

　
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
、
そ
の
者
は
、
死
亡
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
（
確
定
拠
出
年
金
法
の
死
亡
一
時
金
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
百
一
条
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
よ
り
行
方
不
明
と

　
な
っ
た
者
の
生
死
が
三
月
間
分
か
ら
な
い
場
合
又
は
そ
の
者
の
死
亡
が
三
月
以
内
に
明
ら
か
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の

　
死
亡
の
時
期
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
確
定
拠
出
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
死
亡
一
時
金
の

　
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
、
そ
の
者
は
、
死
亡
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
（
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
拠
出
金

　
の
免
除
の
特
例
）

第
百
二
条
　
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）

　
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
士
ハ
年
法
律
案
七
十
三
号
）
第
二
十
条
第
一

　
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
納
付
す
べ
き
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
の
額
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て

　
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
学
校
等
に
勤
務
す
る
私
学
共
済
加
入
者
の
標
準
給
与
及
び
標
準
賞
与

　
に
係
る
拠
出
金
の
額
と
す
る
。
）
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
の
額
を
免
除
さ
れ
た
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事

　
　
業
所
の
事
業
主
，
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
月
か
ら
同
号
に
該
当
し
な
く
な
る
に
至
っ
た
月
の
前
月

　
　
（
そ
の
月
が
平
成
二
十
三
年
十
一
月
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
同
年
十
月
）
ま
で

　
二
　
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
ヴ
掛
金
を
免
除
さ
れ
た
学
校
法
人
等
　
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た

　
　
月
か
ら
同
号
に
該
当
し
な
く
な
る
に
至
っ
た
月
の
前
月
（
そ
の
月
が
平
成
二
十
三
年
十
一
月
以
後
で
あ
る
と
き
は
、

　
　
同
年
十
月
）
ま
で

　
（
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
閲
す
る
法
律
の
特
例
）

第
百
三
条
　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
の
災
害
磯

　
護
資
金
で
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
が
東
日
本
大
震
災
の

　
後
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
に
貸
付
け
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
の
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
同
法
第
十
三
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
条
第
三
項
中
「
十
年
」
と
あ
る
の
は
「
十
三
年
」
と
、
同
条
第
四

　
項
中
「
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
あ
る
の
は
「
年
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
証
人
を
立

　
て
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
年
零
パ
ー
セ
ン
ト
ご
と
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
中
「
受
け
た
た
め
」
と
あ
る
の
は
「
受

　
け
た
こ
と
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
由
に
よ
り
」
と
す
る
。

2
　
前
項
の
資
金
に
係
る
都
道
府
県
が
行
う
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
一
項
の
貸
付
け
及
び

　
国
が
行
う
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
貸
付
け
に
つ
い
て
の
同
法
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
の

　
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
十
一
年
」
と
あ
る
の
は
「
十
四
年
」
と
、
同
法
第
十
二
条
第
二
項

　
中
「
十
二
年
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
年
」
と
、
「
十
一
年
」
と
あ
る
の
は
「
十
四
年
」
と
す
る
。

　
（
日
本
年
金
機
構
等
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
）

第
百
四
条
　
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
は
、
日
本
年
金
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
月
額
の
改
定

　
二
　
第
五
十
七
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
の
受
理
及
び
処

　
　
分
並
び
に
同
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

　
三
　
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
月
額
の
改
定

　
四
　
重
ハ
士
ハ
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
の
受
理
及
び
処
分
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

　
五
第
九
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

　
　
定
に
よ
る
標
準
報
酬
月
額
の
改
定

　
六
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
の
受
理
及
び
処
分
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
．

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
法
〔
平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
第
四
号

中
．
．
灘
騰
輪
鎌
謹
鞍
鰯
羅
麹
雛
講
轄
鞭
財
議

律
（
平
成

に
規
定
す

と
あ
き
．
ホ
漣
灘
難
繍
謹
鞍
鰯
雛
饗
種

．
　
　
へ
第
酪
無
護
ぱ
翻
墓
灘
繋
甥
璽
欝
馨
腔
寵
す
る
葎

鵬
鞍
簸
婁
灘
紘
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

3
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
四
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
厚

生
労
働
大
臣
の
権
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

4
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局
長

　
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方

　
厚
生
支
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
適
用
）

第
百
五
条
　
第
四
十
九
条
、
第
五
十
七
条
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
六
条
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
四

　
条
、
第
九
十
五
条
及
び
第
百
二
条
の
規
定
は
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
、
第
五
十
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
、

　
第
六
十
一
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
、
第
六
十
七
条
か
ら
第
七
十
一
条
ま
で
、
第
七
十
三
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま
で
、

　
第
八
十
二
条
、
第
八
士
ハ
条
、
第
八
十
八
条
、
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
二
条
ま
で
及
び
第
百
三
条
の
規
定
は
同
月
十

　
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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第
十
陶
章
　
環
境
省
関
係

　
（
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
補
助
）

第
百
三
十
九
条
　
国
は
、
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
特
に
必
要
と
な
つ

　
た
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
い
う
。
第
一
号
に
お

　
い
て
同
じ
。
）
の
処
理
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
同
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
の

　
範
囲
内
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
補
助
す
る
。

　
一
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
特
に
必
要
と
な
っ
た
廃
棄
物
の
処
理
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
総
額
（
以
下
こ
の

　
　
条
に
お
い
て
「
処
理
費
総
額
」
と
い
う
。
）
が
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
標
準
税
収
入
（
公
共

　
　
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
標
準
税
収
入
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同

　
　
じ
。
）
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
以
下
の
場
合
　
処
理
費
総
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額

　
二
　
処
理
費
総
額
が
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
標
準
税
収
入
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え

　
　
る
場
合
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
処
理
費
総
額
の
う
ち
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
標
準
税
収
入
の
百
分
の
十
の
部
分
の
額
の

　
　
　
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額

　
　
ロ
　
処
理
費
総
額
の
う
ち
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
標
準
税
収
入
の
百
分
の
十
を
超
え
、
百
分

　
　
　
の
二
十
以
下
の
部
分
の
額
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額

　
　
ハ
　
処
理
費
総
額
の
う
ち
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
標
準
税
収
入
の
百
分
の
二
十
を
超
え
る
部

　
　
　
分
の
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額

　
（
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
の
死
亡
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
百
四
十
条
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
よ
り
行
方
不
明
と

　
な
っ
た
者
の
生
死
が
三
月
間
分
か
ら
な
い
場
台
又
は
そ
の
者
の
死
亡
が
三
月
以
内
に
明
ら
か
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の

　
死
亡
の
時
期
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十

　
一
号
）
の
死
亡
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
、
そ
の
者
は
、
死
亡
し
た
も
の

　
と
推
定
す
る
。

　
　
　
第
十
二
章
　
防
衛
省
関
係

　
（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
適
用
の
特
例
）

第
百
四
十
一
条
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
平
成
二
十
三
年
三
月

　
十
一
日
に
死
亡
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百

　
六
士
ハ
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
職
員
に
対
す
る
同
法
の
給
与
に
係
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
、
当
該

　
駿
員
は
、
死
亡
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
（
自
衛
官
に
対
す
る
入
院
時
食
事
笹
養
費
等
の
額
に
つ
い
て
の
特
例
）

第
百
四
十
二
条
防
衛
省
の
磯
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
っ

　
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
者
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入

　
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
及
び
療
養
費
の
額
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
に
よ

　
る
組
合
員
に
対
す
る
特
例
に
関
す
る
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
。

2
　
前
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
第
十
三
章
雑
則

　
（
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
災
害
へ
の
対
処
）

第
百
四
十
三
条
　
国
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
の
迅
速
な
回
復
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方

　
公
共
団
体
等
が
講
ず
る
措
置
で
あ
っ
て
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
士
ハ
年
法
律
第
百
四
十
七

　
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
事
業
者
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
を
い
う
。

　
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
賠
償
す
る
責
め
に
任
ず
べ
き
損
害
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ

　
く
補
助
金
の
交
付
そ
の
他
の
財
政
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
規
定
は
、
国
が
当
該
原
子
力
事
業
者
に
対
し
て
、
同
項
の
財
政
援
助
に
係
る
額
に
相
当
す
る
額
の
限
度
に

　
お
い
て
求
償
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

　
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
一
　
附
則
第
十
四
条
　
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
　
　
　
号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

　
二
　
附
則
第
十
五
条
　
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
一
一
十
三
年
法
律
第
　
　
　
号
）
の
公

　
　
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

　
（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
旧
法
受
給
者
（
同
法
第
五
条
第
十
七
項
第

　
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

　
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
八
十
七
条
及
び
第
八
十
八
条
第

　
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
五
条
第
十
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
と
み
な
す
。

　
（
小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
小
規
模
企
業
共
済
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
六
条
の
二
及
び
第
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
第
八
号
」

　
に
改
め
る
。

　
（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条
印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
表
第
三
の
文
書
名
の
槽
中
「
並
び
に
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
並
び
に

　
第
十
五
号
」
に
改
め
、
「
範
囲
）
に
掲
げ
る
業
務
」
の
下
に
ス
同
項
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。
ご
を
、
「
同
条
第

　
一
項
第
五
号
ロ
」
の
下
に
「
及
び
ハ
」
を
加
え
る
浦

　
（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
五
条
第
一
項
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

　
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
十
三
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律

　
　
　
第
四
十
号
）
第
百
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
の
地
域
に
お
け
る
工
場
又
は
事
業
場
の
整
備
等
を
行
う

　
　
　
こ
と
。

　
　
第
十
五
条
第
二
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
七
　
委
託
を
受
け
て
、
菓
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
第
百
三

　
　
　
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
の
地
域
に
お
け
る
工
場
又
は
事
業
場
の
整
備
、
技
術
的
援
助
等
を
行
う
こ
と
。

　
　
第
十
五
条
第
四
項
中
「
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
第
一
項
第
十

　
一
号
」
を
「
並
び
に
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

　
　
第
十
七
条
第
一
項
第
八
号
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第

　
二
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
」
に
、
「
同

　
条
第
一
項
第
十
五
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
十
六
号
」
に
改
め
る
。

　
　
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
第
十
二
号
」
を
「
か
ら
第
十
三
号
ま
で
」
に
、
「
同
項
第
十
五
号
」
を
「
同
項

　
第
士
ハ
号
」
に
、
「
及
び
第
六
号
」
を
「
、
第
六
号
及
び
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
項
第
十
五
号
」
を

　
「
同
項
第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
五
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
士
ハ
号
」

　
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
」
に
、
「
同
項
第
十
五

　
号
」
を
「
同
項
第
十
六
号
」
に
、
「
同
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第

　
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
五
号
」
に
、
「
同
項
第
十
五
号
」
．
を
「
同
項
第
十
六
号
」
に

　
改
め
る
。

　
　
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
る
。
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2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

　
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
十
四
条
の
う
ち
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障

　
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
問
に
お
い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

　
関
す
る
法
律
附
則
第
七
十
三
条
を
削
る
改
正
規
定
中
「
を
削
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
を
削
り
、
附
則
第
七
十
四
条
を
附

則
第
七
十
三
条
と
し
、
附
則
第
七
十
五
条
を
附
則
第
七
十
四
条
と
し
、
附
則
第
七
十
六
条
を
附
則
第
七
十
五
条
と
す

　
る
」
と
す
る
。

　
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

　
改
正
す
る
。

　
　
附
則
第
四
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

　
第
四
十
九
条
の
二
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
閲
す
る
法
律
（
平
成
二
十

　
　
三
年
法
律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
士
ハ
第
二
項
」
に

　
　
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中

　
　
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
士
ハ
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
第

　
　
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
士
ハ
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　
（
総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条
総
ム
昌
一
別
区
域
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
附
則
第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

　
第
六
条
印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
別
表
第
三
の
文
書
名
の
個
中
「
、
第
十
四
号
並
び
に
第
十
五
号
レ
を
「
並
び
に
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
」

　
　
に
改
め
る
。

　
　
附
則
第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部
改
正
）

　
箪
九
条
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
｝
鶴
を
次
の
よ
う

　
　
に
改
正
す
る
。

　
　
　
第
十
五
条
第
一
項
中
第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

　
　
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
　
十
四
　
総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
三
十
条
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
る

　
　
　
　
貸
付
け
を
行
う
こ
と
。

　
　
　
第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
五
号
及
び

　
　
第
十
六
号
」
に
、
「
同
条
第
一
項
第
十
六
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
十
七
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　
第
十
八
条
第
一
項
第
】
号
中
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
、
「
同
項
第
十
六
号
」
を
「
同
項
第
十
七
号
」

　
　
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
項
第
十
六
号
」
を
「
同
項
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第

　
　
蚕
第
士
ハ
号
」
を
「
第
下
五
条
第
一
項
第
士
毒
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
甲
「
第
＋
五
条
第
一
蓼
竿
四
号
」

　
　
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
五
号
」
に
、
「
同
項
第
士
ハ
号
」
を
「
同
項
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第

　
　
十
五
条
第
】
項
第
十
五
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
六
号
」
に
、
「
同
項
第
十
六
号
」
を
「
同
項
第
十
七
号
」

　
　
に
改
め
る
。

　
　
　
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
五
号
」
を
「
第
士
ハ
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
則
第
十
四
条
の
表
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二

　
　
十
二
条
第
一
項
の
項
中
「
第
十
五
号
」
を
「
第
十
六
号
」
に
改
め
る
。

　
（
調
整
規
定
）

第
十
六
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
が
総
合
特
別
区
域
法
の
施
行
の
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
は
、
附
則
第
四
条
の
う
ち

　
印
紙
税
法
別
表
第
三
の
改
正
規
定
中
「
か
ら
第
十
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
か
ら
第
十
五
号
」
と
、
「
第
十
四
号
並
び
に

　
第
十
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
号
、
第
十
五
号
並
び
に
第
士
ハ
号
」
と
し
、
附
則
第
五
条
の
う
ち
次
の
表
の
上

　
欄
に
掲
げ
る
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
改
正
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

　
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
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��
謠
¥
五
量
を
一
同
項
第
十

三及

�ﾑ
ﾜ第
v二

�
黷
�
u
奮
筆

条r項第第｣
騨
酷
四
号
条
一
号
一
第
羅
簸
号
圭
攣
号
五
五
三
薄

華
冑

　　十こ又る百工びる三

ﾆは特三十助た。事定十三成め東

X
籔
萎
等
け
規
十
律
政
に
を
る
定
号
（
援
対
写
毒
騒
譲
等

号十第ｸ
三
士
つ
号
ハ
練
か
号
り
ら
を
璽
第
号
号
十
ま
と
二
で
し
号
を
’
一
第

第
十
五
号
」
を
「
第
十
六
号

華
吾
巨
盈
筆
写

第
十
五
号
一
嘗
垂
分

号同

�
第
士
箏
を
同
項
第
十
七

十第五十

ﾗ第条

¥笙F
華
号
看
芝
露

号同

M
ノ
、
号
一
を
「
同
項
第
十
七

主筆

M
謬
鞭
葦
声
量
毫
第

拝
箋
を
一
　
　
’
第

号同
�
第
十
六
号
一
を
一
同
項
第
十
七

号同

�
第
士
分
老
馬
項
第
十
七

第
十
三
号
一
達
筆
田
写

鍵
査
皐
十
項
号
号
五
七
第
及
一
条
号
十
び
を
第
無
罪
護
笙
購

第
十
四
号

　　十ｮ域第年成た四
�ﾉ一法にめ
凾ｨ項律関の東をけの第す特白

l
叢
難
蟻
場
の
十
十
び
す
の
地
乗
三
助
る

つ四第

J号十
閧ｩ七
ｺら号

ｶ
1
三
ま
号
号
で
と
を
セ
一
算

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣

　
　
総
務
大
臣

　
　
財
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

農
林
水
産
大
臣

経
済
産
業
大
臣

国
土
交
通
大
臣

　
　
環
境
大
臣

　
　
防
衛
大
臣

菅
　
　
直
人

片
山
　
善
博

野
田
　
佳
彦

高
木
　
義
明

細
川
　
律
夫

鹿
野
　
道
彦

海
江
田
万
里

大
畠
章
宏

松
本
　
　
脂

北
澤
俊
美
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東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
閲
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行

等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
二
十
三
年
五
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣
菅
　
　
直
人

政
令
第
百
三
十
一
号
　
・

　
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の

　
　
施
行
等
に
関
す
る
政
令
　
　
（
抄
4

　
内
閣
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
四
十
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
士
ハ
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
二
号
、
第
四
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、

第
八
士
ハ
条
第
三
項
、
第
八
十
八
条
第
三
項
、
第
九
十
条
第
三
項
、
第
九
十
一
条
第
三
項
、
第
九
十
二
条
第
三
項
、
第

九
十
五
条
第
三
項
、
第
九
士
ハ
条
第
二
号
、
第
九
十
八
条
第
二
号
、
第
百
三
条
第
一
項
並
び
に
第
百
四
条
第
三
項
並
び

に
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

　
（
政
令
で
定
め
る
水
道
事
業
に
類
す
る
事
業
）

第
一
条
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

　
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
水
道
事
業
に
類
す
る
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
一
般
の
需
要
に
応
じ
て
、
給

　
氷
人
ロ
が
五
十
人
以
上
百
人
以
下
で
あ
る
水
道
（
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項

　
に
規
定
す
る
水
道
を
い
う
。
）
に
よ
り
水
を
供
給
す
る
事
業
と
す
る
。

　
（
政
令
で
定
め
る
医
療
機
関
及
び
そ
の
施
設
）

第
一
一
条
法
第
四
士
ハ
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
医
療
機
関
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

　
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
同
衾
の
上
欄
に
掲
げ
る
医
療
機
関
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

　
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

営
利
を
目
的

拳灘掲項人平あら昭

と げに’成つホ和
し
な
い 禦鍵 医

．
法
人
が
設
置
す
る
精
神

1辮灘
蜊ﾈをび五二もす）

療
機

科
病 騒騒貧建
院

灘難 関

窯鶴
一第独人医第

めち当 もう当
に’該必精病

�
U
有
灘
灘

のち該　’医

ﾆ
労
関
契
暑
臣
す
の
る
越

施
設

うの め設
たう るの

　
助
）

第
三
条
法
第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
は
、
都
道
府
県
又
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

　
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）

　
若
し
く
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
の

　
区
域
（
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
あ
る
指
定
都
市
の
区
域
及
び
中
核
市
の
区
域
を
除
く
。

　
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
あ
る
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
二
第
五
項
に
規

　
寇
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
を
行
う
事
業
所
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生

　
活
援
助
事
業
を
行
う
事
業
所
、
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
τ
、

　
老
人
短
期
入
所
施
設
及
び
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
軽
費
老
人
ホ
；
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
　
カ
　
　
　

の
｛

1
に
る
に
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
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並
び
に
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
地
域
包
括
支
掻
セ
ン
タ
ー
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
、
身

体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
身

体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
、
障
害

者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
九
条
第
二
項
又
は
第
八
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
が
設
置
し
た
障
害
者
支
援
施
設
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
ホ
ー
ム
若

し
く
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
同
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、

同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
、
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る

共
同
生
活
介
護
、
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
、
同
条
第

十
五
項
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
又
は
同
条
策
士
ハ
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
に
限
る
。
）
の
事
業
の
用
に
、

す
る
施
設
（
以
下
ζ
の
項
に
お
い
て
「
障
害
者
支
援
施
設
等
」
と
い
う
。
）
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
士
ハ
年
法
律

第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
七
号
の
授
産
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
授
産
施
設
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

　
一
　
当
該
区
域
に
お
け
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
、
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
、
障
害
者
支

　
援
施
設
等
又
は
授
産
施
設
の
数
に
対
す
る
東
日
本
大
震
災
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
南
日
本
大
震
災
を
い

　
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
げ
た
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
、
身
体
障
害
者
社
会
参

加
茎
護
、
暮
者
轟
施
馨
又
綾
羅
設
（
そ
の
倍
量
す
る
費
用
の
頚
上
ハ
＋
召
喬
の
あ

　
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
「
被
災
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
璽
飢
桑
所
等
、
被
災
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施

　
設
、
被
災
障
害
者
支
援
施
設
等
又
は
被
災
授
産
施
設
」
と
い
う
。
）
の
数
の
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
当
該
区
域
に
お
け
る
被
災
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
虫
薬
所
等
、
被
災
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
、

　
被
災
障
害
者
支
援
施
設
等
又
は
被
災
授
産
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
の
一
施
設
又
は
一
事
業
所
当
た
り
の
平
均

　
額
が
八
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

2
　
法
第
四
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
区
域
内
に

あ
る
介
額
保
険
法
第
八
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
老
人
保

健
施
設
」
と
い
う
。
）
が
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

　
噌
　
当
該
区
域
に
お
け
る
介
護
老
人
保
健
施
設
の
数
に
対
す
る
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
介
護

　
　
老
人
保
健
施
設
（
そ
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
の
額
が
六
十
万
円
未
満
の
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
「
被
災
介

　
　
護
老
人
保
健
施
設
」
と
い
う
。
）
の
数
の
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
当
該
区
域
に
お
け
る
被
災
介
護
老
人
保
健
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
の
一
施
設
当
た
り
の
平
均
額
が
八
十
万

　
　
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
の
　
　
の
特
例
に
係
る
葬
祭
料
付
加
金
等
の
特
例
）

第
四
条
法
第
五
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
改
定
船
保
被
保
険
者
で
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

　
こ
と
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
発
し
た
疾
病
又
は
負
傷
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の
に
係
る
船

　
員
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
葬
祭
料
付
加
金
の
支
給
を

　
受
け
る
者
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
標
準
報
酬
月
額
」
と
あ
る

　
の
は
「
標
準
報
酬
月
額
と
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成

　
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
前
の
標
準
報
酬
月
額
の
い
ず
れ
か
高
い
標
準

　
報
酬
月
額
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
標
準
報
酬
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
報
酬
月
額
と
東
日
本
大
震
災
に
対
処

　
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
前
の
標
準
報
酬

　
月
額
の
い
ず
れ
か
高
い
標
準
報
酬
月
額
」
と
す
る
。

2
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
員
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
が
改
定
さ
れ
た
船
員
保
険
の
被
保
険
者
の
被

　
扶
養
者
で
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
問
に

　
発
し
た
疾
病
又
は
負
傷
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の
に
係
る
船
員
保
険
法
施
行
令
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
族
葬
祭

　
料
付
加
金
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
第
三
亨
甲
「
標
準
報

　
酬
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
標
準
報
酬
月
額
と
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関

　
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
前
の
標
準
報
酬
月
額
の
い

　
ず
れ
か
高
い
標
準
報
酬
月
額
」
と
す
る
。

　
（
雇
用
保
険
の
延
長
給
付
の
調
整
に
関
す
る
特
例
）

第
五
条
法
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
受
給
資
格
者
に
係
る
雇
用

　
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
十
五
号
）
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第

　
二
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法

　
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
震
災
特
別
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
二
条
第
五
項
の

　
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
一
項
」
と
、
「
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
」
と
あ
る
の
は
「
当

　
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
震
災
特
別
法
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
に
あ
っ
て
は
、
同
条

　
第
三
項
に
規
定
す
る
日
数
）
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
弟
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
震
災
特
別
法
第
八
十

　
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
弟
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
震

　
災
特
別
法
第
八
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
一
項
」
と
す
る
。

　
（
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
お
け
る
食
費
及
び
居
住
費
に
関
す
る
補
助
に
関
す
る
児
童
福
祉
法
の
規
定
の
技
術
的

　
読
替
え
）

第
六
条
　
法
第
八
士
ハ
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
四
条

　
の
三
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
八
及
び
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、

　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
棚
に
掲
げ
る
字
句

　
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
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寛
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こ
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醗腰　の運指準第　取営　　二扱に　項　い関　　の

沫
�
衷
�
罎
醗
主
家
　
に
施
設
策
定
　
限
殺
備
工
め

饒
先
箱
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幕
茜
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衰
勢
罐
饗
　
る
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百
鰹
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盟
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災
碧
融
轟
響
　
る
る
経
　
の
十

に震

痘
s
全
盆
堕
募
建

条条震
ｿ
黙
ら
て
士
第
準
ハ
十
周
条
項
す
窮
ま
る
一
で
第
項
　
二
及
十
び
　
四
同

同
条
第
一
募
霧

　
（
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
お
け
る
食
費
及
び
居
住
費
に
関
す
る
補
助
に
関
す
る
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
の

　
技
術
的
読
替
え
）

第
七
条
法
第
八
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第

　
九
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
衰
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
衾
の
中
柵
に
掲
げ
る
字
句
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
五
項

糖
獣
轟
響
豫
指
霞
羅
鍵
朧
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東
日
灘
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灘
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指
定
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福
祉
サ
ー
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等
を

施
設
入
所
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を

当
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給
決
定
障
害
者
等

当
該
按
災
支
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決
定
障
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等

当
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指
定
障
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者
支
援
施
設
等

硝
罐
漿
鶏
離
離
鱗
に
要

騰
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鷺
聾
騰
陥

同
項
の
規
定
に
よ
り

第
二
十
九
条
第
六
項

前
項

罎
騰
矯
躰
八
萎
二
項
に
お
い

支
綺
決
定
障
害
者
等

被
災
支
給
決
定
障
害
者
等

介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

i
i
…
究
輩
蚕

箋
究
条
筆
項

購
婁
鰭
醗
付
書
訓
耀
奪
　
び
サ
給
　
訓
1
付
　
練
ビ
費
　
等
ス
の
給
事
支

前
各
項

褻
欝
灘
饗
購
灘
雛
」
ビ
に
障
二
る
障
設
る
三
労
羅
灘
灘
馨
難
躍
羅
関
欝
省
又
ス
関
サ
生
る
　
す
設
の
令
は
の
す
1
労
基

護
糞
蚤
襲
等
蒋
費

サ
1
ピ
暴
薯
等

姦　お定同　い障条のて害第

Q
姦
　
す
援
の
　
る
施
規
　
第
設
定
醗
鱗
　
に
三
及
　
よ
項
び
　
る
に
指

羅
七
三
特
鯉
で
お
第
　
い
八
獄
騰
垂
褒
麗
　
か
同

同
条
第
一
項
の
定
め

て震

�災
p特
ｷ別
髢@
鞫謚

M
激
縫
ま
叢
る
に
慕

鐸
薯
壽
馨

　
え
）

第
八
条
法
第
九
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
九

　
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ

　
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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1
欄
す
条
　
祉
に
る
第
　
施

彊
ノ
、
十
一
条
の
三
葬

彊
，
、
十
一
条
の
三
薯

膣
ノ
、
十
一
条
の
三
第
五

囎
古
ノ
、
十
一
条
の
三
第
四

れ項柔術特

�
P
の
準
十
）
防
下
用
一
　
　
サ
欄
す
条
　
　
1
に
る
第
　
　
ピ

特
定
入
所
者
が
、

浮翫婁るにの　　お
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嚢
入
所
者
介
護
予
防
サ
τ
ビ
ス
費
の

支持
拠闢

薯
介
護
予
防
サ
1
ビ
ス
費
の
�

項
�
一
項
、
第
二
項
馨
前
項
�

定
入
所
者
介
護
予
防
サ
1
ビ
ス
費
�

入
所
者
介
護
予
防
サ
1
ピ
ス
費
の
�

定
入
所
者
に
�

項
�

特
て
定
入
所
者
介
護
予
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サ
1
ビ
ス
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と
�

軽
定
奇
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�
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入
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�
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介
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十
一
条
法
第
九
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
さ
れ
た
厚
ﾐ

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
が
厚
生
年
金
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
ラ
。
）
の
加
入
員
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
ﾐ

該
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
さ
れ
た
月
に
係
る
当
該
加
入
員
の
標
準
給
与
（
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
ﾐ

第
百
十
五
号
）
第
百
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
給
与
を
い
う
。
）
の
改
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
ﾐ

金
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
九
十
四
条
の
規
定
の
ﾐ

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ﾐ

　
基
金
は
、
法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
の
額
を
免
除
さ
れ
た
厚
生
年
金
保
険
ﾐ

の
適
用
蓑
果
所
（
当
該
基
金
の
設
立
事
業
所
（
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
設
立
事
業
所
を
ﾐ

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
事
業
主
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
ﾐ

条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
ﾐ

の
額
を
免
除
さ
れ
た
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
保
険
料
免
除
期
間
」
と
い
う
。
）
に
納
付
す
べ
き
掛
金
（
厚
生
年
金
ﾐ

保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
掛
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
掛
金
の
区
ﾐ

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ﾐ

一
　
当
該
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
の
事
業
主
に
使
用
さ
れ
る
当
該
基
金
の
加
入
員
が
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
ﾐ

　
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
加
入
員
以
外
の
加
入
員
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
加
入
員
に
係
る
掛
金
（
次
号
ﾐ

　
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
当
該
加
入
員
に
係
る
免
除
保
険
料
額
（
当
該
加
入
員
の
同
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
ﾐ

　
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
同
法
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
免
除
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
ﾐ

　
額
を
い
う
。
）
ﾐ
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第
百
条
の
四
第
六
項

、
第
三
項

転
騰
羅
諾
四
重
二
項
に
お
い

第
一
項
各
号

同
条
第
一
項
各
号

又
は
第
三
項

第
百
条
の
四
第
七
項

前
各
項

鰻
謝
霧
幅
驚
額
聾
鴨
第
四
項
及
び
前
項

第
一
項
各
号

同
条
第
一
項
各
号

　
　
附
則

　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
四
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
、

第
六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
同
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
菅
　
　
直
人



（別添3）
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0
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
七
号

　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助

及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十

号
）
及
び
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財

政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規

定
の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百

三
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
法
第
八
十
一
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
百
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
並
び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
東
日
本

大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成

に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

　
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

　
　
　
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関

　
　
　
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
省
令
、
抄
》

　
（
健
康
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
改
定
に
係
る
届
出

　
等
）

第
一
条
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財

政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

　
律
第
四
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
九
条
第

　
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
保
険
の
標
準
報

　
酬
月
額
の
改
定
に
係
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険

　
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
士
ハ
号
。

　
以
下
「
健
保
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
士
ハ
条
の
規
定
を

準
用
す
る
。

2
　
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
健
保
規
則
第
二
士
ハ
条
の

　
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
事
業
主
は
、
提
出
す
べ
き
届

　
書
に
東
日
本
大
震
災
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

　
東
日
本
大
震
災
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
被
害
を

　
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
轡
類
を

　
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
九

　
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
傷
病
手
当
金
の
支
給
を

　
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を

　
受
け
た
こ
と
に
よ
り
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
受
け
よ
う

　
と
す
る
者
に
限
る
。
）
は
、
法
第
四
十
九
条
第
四
項
の
規

　
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
健
康
保
険
法
第
九
十
九
条

　
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
健

　
保
規
則
第
八
十
四
条
第
一
項
の
申
請
書
に
、
同
条
第
二

　
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
書
類
の
ほ
か
、
東
日
本

　
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
疾
病
若
し

　
く
は
負
傷
又
は
こ
れ
に
よ
る
疾
病
が
発
生
し
た
こ
と
を

　
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
（
健
康
保
険
の
保
険
料
の
免
除
の
申
請
等
）

第
二
条
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請

　
は
、
次
に
掲
げ
る
毒
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
同
項

　
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
書
類
を
添
付
し
、
こ
れ
を
日
本
年
金
機
構
（
以
下

　
「
機
構
」
と
い
う
。
）
又
は
健
康
保
険
組
合
に
提
出
す
る

　
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
一
　
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
二
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に

　
　
至
っ
た
年
月
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2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
障
害
者
食
費
等
減
免
給
付

費
の
支
給
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
市
町
村
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
当
該
特
例
障
害
者

食
費
等
減
免
給
付
費
に
係
る
被
災
支
給
決
定
障
害
者
等

　
に
通
知
し
、
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
特
例
障
害
者
食
費
等
減
免
給
付
費
の
支
給
を
行
わ

　
　
な
い
こ
と
と
し
た
旨

　
二
　
受
給
者
証
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
旨

　
三
　
受
給
考
証
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

3
　
前
項
の
被
災
支
給
決
定
障
害
者
等
の
受
給
考
証
が
既

　
に
市
町
村
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、

　
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
通
知
に
同
項
第

　
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
を

　
要
し
な
い
。

4
　
市
町
村
は
、
第
一
項
の
特
例
障
害
者
食
費
等
減
免
給

　
付
費
の
支
給
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
受

　
給
者
鉦
に
そ
の
旨
を
記
載
し
、
こ
れ
を
返
還
す
る
も
の

　
と
　
　
。

　
（
特
別
調
整
交
付
金
の
額
の
特
例
）

第
二
十
九
条
法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
補

　
助
を
受
け
た
市
町
村
に
つ
い
て
介
護
保
険
の
調
整
交
付

　
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
厚

　
生
労
働
省
令
第
二
士
ハ
号
）
第
七
条
の
規
定
を
適
用
す

　
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
の
額
」
と
あ

　
る
の
は
「
の
額
（
当
該
措
置
に
つ
い
て
国
の
補
助
金
が

　
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
か
ら
当
該
補
助
金
で
当
該
市
町

　
村
に
係
る
も
の
の
額
を
控
除
し
た
額
）
」
と
、
同
条
第
二

　
号
中
「
額
が
」
と
あ
る
の
は
「
額
（
当
該
費
用
に
つ
い

　
て
国
の
補
助
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
か
ら
当
該
補

　
助
金
で
当
該
市
町
村
に
係
る
も
の
の
額
を
控
除
し
た

　
額
）
が
」
と
す
る
。

　
（
法
弟
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
申
請

　
等
）

第
三
十
条
法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
を

　
受
け
よ
う
と
す
る
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
（
同
項
に

　
規
定
す
る
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
こ

　
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

　
し
た
申
請
書
を
市
町
村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
一
　
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
に
該
当
す
る
旨

　
二
　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

　
三
　
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
（
介
護
保
隙
法
（
平
成
九

　
　
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
に
規

　
　
定
す
る
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
）
又
は
地
域

　
　
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
（
同

　
　
法
第
八
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護

　
　
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
を
い
う
。
）
を
受
け

　
　
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
施
設
サ
ー
ビ

　
　
ス
等
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

　
生
活
介
護
を
受
け
て
い
る
介
畿
保
険
施
設
（
同
条
第

　
　
二
十
二
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
施
設
を
い
う
。
）

　
　
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
同
条
第
二
十

　
　
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を

　
　
い
う
。
）
の
名
称
及
び
所
在
地

　
四
　
前
号
の
介
護
保
険
施
殺
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老

　
　
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
、
又
は
入
院
し
た
年
月
日

　
五
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
｝
年
厚
生
省
令

　
　
第
三
士
ハ
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
被
保
険
者
証

　
　
の
番
号

2
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
同
項
第
一
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
並
び
に
介
護
保
険
法
施
行

規
則
第
八
十
三
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
認
定
、

　
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限

　
る
。
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町

村
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
明
ら
か
に
す
べ
き
事
実
を
公
簿

　
等
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
一

書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
市
町
村
は
、
第
一
項
の
申
請
に
基
づ
き
、
申
請
者
が

　
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
特
定
介
護
サ
ー

　
ビ
ス
〔
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定

　
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受

　
け
、
又
は
受
け
て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を

　
記
載
し
た
認
定
証
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
証
」

　
と
い
う
。
）
を
、
当
該
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
に
有
効

　
期
間
を
定
め
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者

　
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、

　
遅
滞
な
く
、
認
定
証
を
市
町
村
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

　
一
　
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

　
　
と
き
。

　
二
　
認
定
証
の
有
効
期
限
に
至
っ
た
と
き
。

5
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
記

　
定
証
の
検
認
及
び
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

6
　
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
は
、
認
定
証
を
破
り
、
汚

　
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
事

　
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
市
町
村
に
提
出
し
て
、
そ
の

　
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

　
二
　
再
交
付
申
請
の
理
由

7
　
認
定
証
を
破
り
、
又
は
汚
し
た
場
合
の
前
項
の
申
請

　
に
は
、
同
項
の
申
請
書
に
、
そ
の
認
定
証
を
添
え
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

8
　
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
は
、
認
定
証
の
再
交
付
を

受
け
た
後
、
失
っ
た
認
定
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直

　
ち
に
、
発
見
し
た
認
定
証
を
市
町
村
に
返
還
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

9
　
被
災
介
護
保
険
被
保
険
者
は
、
特
定
介
護
サ
T
ビ
ス

　
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
定
介
護
保
険
施
設
等

　
（
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

　
特
定
介
護
保
険
施
設
等
を
い
う
。
）
に
提
示
す
る
被
保
険

　
者
証
に
、
認
定
証
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
法
第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
申
請

　
等
）

第
三
十
一
条
前
条
の
規
定
は
、
法
第
九
十
一
条
第
一
項

　
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
法
弟
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
申
請

　
等
）

第
三
十
二
条
第
三
十
条
の
規
定
は
、
法
第
九
十
二
条
第

　
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

　
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
第
一
項
中
「
被
災
介
護
保

　
険
被
保
険
者
（
同
項
に
規
定
す
る
被
災
介
護
保
険
被
保

　
険
者
と
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ

　
る
の
は
、
「
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百

　
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
介
謹
旧

　
措
置
入
所
者
で
あ
っ
て
、
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規

　
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

　
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

　
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
も

　
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
被
災
介
護
保
険
被
保
険

　
、
」
と
い
う
。
）
　
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
改
定
に
係
る
届

出
等
）

第
三
十
三
条
　
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
の
事
業
主

　
（
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五

　
号
）
第
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
船
舶
所
有
者

　
（
以
下
単
に
「
船
舶
所
有
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以

　
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
使
用
す
る
厚
生

　
年
金
保
険
の
被
保
険
者
が
法
第
九
十
四
条
第
一
項
又
は

　
第
二
項
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、

　
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
厚
生
省

　
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
厚
年
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十

　
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
報

　
酬
月
額
変
更
届
又
は
当
該
届
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を

　
記
録
し
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

　
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
書
類
を
添
付
し
、
こ
れ
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険
者
が
同
時
に

全
国
健
康
保
険
協
会
の
管
掌
す
る
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準

　
用
す
る
健
保
規
則
第
二
士
ハ
条
の
規
定
に
よ
っ
て
届
書

又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
提
出
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
併

記
又
は
記
録
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

2
　
船
舶
所
有
者
は
、
そ
の
使
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
の

被
保
険
者
又
は
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
が
法
第

九
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同

条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

　
む
。
）
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
次

　
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
、
東
既
本
大
震
災

　
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
書
類
を
添
付
し
、
こ
れ
を
機
構
に
提
出
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険
者
が

　
同
時
に
船
員
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

　
第
六
条
の
規
定
に
よ
っ
て
届
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、

　
こ
れ
に
併
記
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
一
　
被
保
険
者
又
は
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
の

　
　
氏
名
及
び
生
年
月
日

　
二
　
基
礎
年
金
番
号

　
三
　
船
舶
所
有
者
に
使
用
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被

　
　
保
険
者
が
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
　
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
第
三

　
　
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る

　
　
漁
船
以
外
の
漁
船
に
乗
り
込
む
者
で
あ
る
か
な
い
か

　
　
の
区
別

　
四
　
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
又
は
標
準
報
酬

　
　
月
額
に
相
当
す
る
額
の
変
更
年
月

　
五
　
変
更
前
の
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
又
は

　
　
標
準
報
酬
月
額
に
相
当
す
る
額

　
六
　
厚
生
年
金
保
険
の
報
酬
月
額

　
七
　
船
舶
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
船
舶
所
有
者
が

　
　
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の

　
　
所
在
地
又
は
仮
住
所
地
と
す
る
。
次
条
及
び
第
三
十

　
　
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

3
　
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
の
事
業
主
は
、
そ
の

　
使
用
す
る
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
が
法
第
九
十

　
四
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第

　
一
項
又
は
第
二
項
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
速

　
や
か
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書

　
正
副
二
通
に
、
東
日
本
大
護
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

　
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
付

　
し
、
こ
れ
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も

　
の
と
す
る
。



56（号外特第36号）報官月曜日平成23年5月2日
　
あ
る
の
は
「
国
民
年
金
基
金
連
合
会
が
死
亡
を
支
給
事

　
由
と
す
る
一
時
金
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
負
っ
て
い

　
る
中
途
脱
退
者
又
は
解
散
基
金
加
入
員
（
以
下
こ
の
条

　
に
お
い
て
「
中
途
脱
退
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
第
二

　
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条

　
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、

　
「
加
入
員
又
ば
加
入
員
で
あ
っ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
中

　
途
脱
退
者
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
地
方
厚
生
局
長
等
へ
の
権
限
の
委
任
）

第
四
十
四
条
　
法
第
百
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

　
の
各
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
厚

　
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当

　
該
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

　
一
　
法
第
百
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年

　
　
金
保
険
法
第
百
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生

　
　
労
働
大
臣
が
法
弟
百
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権

　
　
限
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
し
た
場
合

　
　
に
お
け
る
当
該
権
限

　
二
　
法
第
百
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年

　
　
金
保
険
法
第
百
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

2
　
法
第
百
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
各
号
に

　
掲
げ
る
権
限
の
う
ち
地
方
厚
生
支
局
の
管
轄
区
域
に
係

　
る
も
の
は
地
方
厚
生
支
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、

　
地
方
厚
生
局
長
が
当
該
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ

　
な
い
。

　
　
　
附
則

　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
市

町
村
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
二
十
三
年
五
月
二
日

内
閣
経
理
大
臣
菅
　
　
直
人

政
令
第
百
二
十
七
号

　
　
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項

　
　
　
の
市
町
村
を
定
め
る
政
令

　
内
閣
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
四
十
号
）
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

　
（
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
）

第
［
条
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」

　
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
市
町
村
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
特
定
被
災
区
域
）

第
二
条
法
第
二
条
第
三
項
の
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
う
ち
政

　
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

2
　
法
第
二
条
第
三
項
の
こ
れ
に
準
ず
る
市
町
村
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
附
則

　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
目
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
噛
（
第
一
条
関
係
）

長
野
新
潟
千
葉
栃
木

茨
城 蓉 宮

城
岩
手裏

県 県 県 県 県 県 県 県 県

下
水
内
郡
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十
日
町
市
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ｷ市市
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濠
L
市
町

講
奮
ゴ
繍
日
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O浜登台谷町同米市町郡市　同条石

郡町市宮
D
下
締
町
開
手
　
伊
郡
大

八
一
需
三

村 中
魚
沼

蘇
九
　真
ｪ岡
S市

相市市立
n　　つ市郡東かく

暑繋町蕾幣　町石代伊 同郡田栗巻

囃ｬ騨
醐
縣

沢
市

郡
津
南
町

播
里
市
町
旭
同
市
郡

芳
矯
締
谷
郡
矢

利茨すば土

J璽
W
　
う
ひ
　
ら
た
石
肺
舗

相川町違い
n同郡部わ
�[町町郡　白　同西同河

里町同　塩

ｬ輔魏
﨣ﾜ気
T亘勲

町
同
羅
難
夏
町
町
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事　務　連　絡

平成23年5月2日
　　都道府県

各　指定都市　民政主管部局　御中

　　中核市

厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課

厚生労働省社会・援護局保護課
厚生労働省社会・援護局福祉基盤課
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課

厚生労働省老健局高齢者支援課

平成23年度第一次補正予算における社会福祉施設等の復旧支援について

　今回の東日本大震災においては、社会福祉施設等が全半壊する等の被害も多数発生しており、

その復旧を図ることは喫緊の課題であります。

　そのため、本日成立した「平成23年度第一次補正予算」の中に、被災した社会福祉施設等

の復旧を支援するための措置を下記のとおり盛り込んだところです。

　つきましては、関係機関及び社会福祉法人等に対する周知について、特段の御配慮をお願い

いたします。なお、各都道府県におかれては、貴管内市町村への周知についてよろしくお願い

いたします。

記

1．社会福祉施設等の災害復旧に係る施設整備について

（1）国庫補助率の引き上げ

　今回の東日本大震災で被災した社会福祉施設等の復旧に係る施設整備に対する国庫補助率

を別紙1のとおり引き上げます。

　なお、「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」（（以下、「激甚法」と

いう。）及び「東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律」による

被害を受けた市町村、被災区域は別途定められる予定であり、これにより各地域の補助率が

決定することとなります。



（参考1）平成23年度第一次補正予算における措置内容の例

＜介護施設等＞

O国庫補助率の引上げ　1／2　→　2／3（例：認知症高齢者グループホームなど）

　　　　　　　　　　1／3　→　1／2（例：介護老人保健施設など）

＜障害者支援施設等＞

O国庫補助率の引上げ　1／2　→　2／3（例：障害者支援施設、グループホーム・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケアホーム、就労継続支援事業等を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行う障害福祉サービス事業所など）

＜児童福祉施設等＞

O国庫補助率の引上げ　1／2　→　2／3（例：児童相談所など）

　　　　　　　　　　1／3　→　1／2（例：児童厚生施設など）

上記のほか、激甚法に基づき、自治体の財政力に応じ特別の財政援助を行う。

（例：特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、保育所、児童養護施設など）

（2）社会福祉法人立施設への補助率引き上げ

　被災した社会福祉法人立施設の復旧に係る施設整備の法人負担は、施設種別に応じて1／

6～1／2となります。）（ただし、補助率引き上げの対象となる施設は、下記の要件を満た

す地域の施設に限られます。）

＊法人立施設が補助率引き上げの対象となる地域の要件

　・被災区域における被災施設（復旧費用が60万円（保育所については30万円）以上

の施設に限る。）の割合が10分の1以上であること

　・被災区域における一施設当たりの平均復旧費用が80万円以上であること

　このほか、被災した介護、障害福祉、子育て支援関係事業者等の復旧支援のため、事業再

開に必要となる備品などの諸経費を支援します。詳細はそれぞれ所管部局におたずねくださ

い。

2．独立行政法人福祉医療機構による融資について

　独立行政法人福祉医療機構による融資（福祉貸付）について、貸付利率を一定期間無利子

とし、融資率を100％とする等の優遇措置を行うために必要な予算を盛り込んだところで

す。（別紙2参照）

　　なお、東日本大震災に伴う災害復旧貸付に関する詳細につきましては、独立行政法人福祉

　医療機構福祉医療機構のホームページに情報を掲載しております。また、専用の相談窓ロも

設けておりますので、積極的に御活用ください。



（参考2）

独立行政法人福祉医療機構ホームページ：http：／／hp．wam．go．jp／

福祉貸付についての融資相談窓ロ：0120－3438－62

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平日9～19時、土日祝日9～17時）

http://hp.wam.go.jp/


災害復旧事業に係る国庫補助の対象について

施設名

今回の災害復旧事業

@　の補助率

　　　　　　　　　　　　　　市町村国　　　　　　　県　　　　　　　　　　　　　　　・民間

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

激甚法で措置

老人デイサービスセンター 2／3 1／6 1／6

老人短期入所施設 2／3 1／6 1／6

老人介護支援センター 2／3 1／6 1／6

経費老人ホーム 2／3 1／6 1／6

在宅複合型施設 1／2 1／4 1／4

生活支援ハウス 1／2 1／4 1／4

認知症高齢者グループホーム 2／3 1／6 1／6

小規模多機能型居宅介護拠点 2／3 1／6 1／6

夜間対応型訪問介護ステーション 2／3 1／6 1／6

介護予防拠点 1／2 1／4 1／4

地域包括支援センター 2／3 1／6 1／6

老人福祉センター 1／2 1／4 1／4

介護老人保健施設 1／2 一 1／2

訪問看護ステーション 1／2 一 1／2



独立行政法人福祉医療機構による社会福祉施設等に対する災害復旧融資について

平成23年東日本大震災により被害を受けた社会福祉施設等の開設者であって、事業所又は主要な

事業用資産について、全壊、流出、半壊、床上浸水その他これらに準ずる被害を受けた旨の証明を

市町村長その他相当な機関から受けた者の災害復旧に係る資金の貸付けについて、以下のとおり
優遇融資を行う。

（建築資金）

融資率 100％ 50～80％

貸付利率 無利子 1．6％～2．1％

担保額での制限 100％ 70％

無担保貸付 1，000万円まで 500万円まで

保証人 1名以上、保証人なしの場合は＋0．05％ 1名以上、保証人なしの場合は＋0．05％

（経営資金）

償還期間（据置期間） 10年以内（2年以内） 5年以内（6か月以内）

融資率 100％ 50～80％
15年間］

貸付利率
無利子
m6・7年目］　　　　　　［8年目以降］ 1．2％

通常金利から▲0，9％　　通常金利から▲0．8％

担保額での制限 100％ 70％

無担保貸付 1，000万円まで 500万円まで

保証人 1名以上、保証人なしの場合は＋0，05％ 1名以上、保証人なしの場合は＋0．05％


